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ボーリング柱状図
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162.98 1.40 1.40

礫混り粘
性土
(C-G)

161.08 1.90 3.30

風化頁岩
(Sh)

157.94 3.14 6.44
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中
位

密
な

非
常
に
密
な

礫混じり粘土主体となる。
下部へ行くに、植物根混じる。
粘着は中位。
礫径2から25mmの角礫所々混じる
崖錐である。

コアは粘土混じり礫状主体
1.40から1.60mの間、強風化状の
頁岩で、状態は粘土混じり砂礫主
体。
1.60mより所々岩片、礫状主体で
所々風化の為粘土化する。
全体に無数の亀裂多く入り、岩片
状コア主体となる。

やや風化した頁岩、粘板岩主体と
なる。
岩質はやや硬い。
柱状コアであるが、無数に亀裂多
くはいる。
3.55から3.65mの間、やや状態が
悪く一部岩片礫状となり、亀裂部
若干の粘土化となる。
5.90から6.30m間、風化すすみ軟
質。
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